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平
成
三
十
年
六
月
十
八
日

の
朝
、大
阪
府
北
部
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。発
生
時
間
が
通

勤
、通
学
時
間
と
も
重
な
り
、

都
市
機
能
は
ス
ト
ッ
プ
し
、市

内
の
鉄
道
、道
路
な
ど
は
大
混

乱
し
ま
し
た
。

　

高
槻
市
内
の
被
害
は
甚
大

で
、二
名
の
方
が
お
亡
く
な
り

に
な
り
、四
十
名
の
方
が
負
傷

さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
高
槻
分
団
に
つ
き
ま

し
て
は
、発
生
直
後
に
山
口
分

団
長
か
ら
団
員
の
安
否
確
認

を
す
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、各

団
員
に
連
絡
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、全
員
か
ら「
無
事
」と
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

担
当
地
区
内
に
危
険
箇
所

が
無
い
か
、二
日
間
に
わ
た
り

徒
歩
に
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

危
険
箇
所
が
散
見
さ
れ
、改
め

て
こ
の
度
の
地
震
の
強
さ
と
恐

ろ
し
さ
を
再
確
認
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
地
震
で
は
、自
ら
が

被
災
者
と
な
っ
た
時
、消
防
団

員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

べ
き
か
と
い
う
事
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、地

域
防
災
力
の
中
核
と
な
る
消

防
団
の
役
割
を
再
認
識
し
、地

域
の
た
め
に
今
ま
で
以
上
に
貢

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

平
成
三
十
年
六
月
十
八
日

午
前
七
時
五
十
八
分
ご
ろ
、大

阪
府
北
部
地
震
が
発
生
し
ま

し
た
。高
槻
市
等
で
最
大
震
度

６
弱
を
観
測
す
る
非
常
に
大

き
な
地
震
で
し
た
。

　

地
震
発
生
当
時
、自
宅
に
い

た
自
分
は
揺
れ
が
収
ま
る
の

を
待
っ
て
消
防
屯
所
へ
と
向
か

い
、到
着
後
団
員
に
召
集
メ
ー

ル
を
送
り
、車
両
に
資
機
材
を

積
み
込
み
集
合
し
た
数
名
の

団
員
と
出
動
し
ま
し
た
。

　

倒
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤

去
を
行
い
な
が
ら
、二
名
の
団

員
に
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
無
線
機

を
持
た
せ
二
手
に
分
か
れ
て
敷

地
内
の
被
害
状
況
と
瓦
礫
の

散
乱
場
所
の
把
握
を
行
い
、報

告
の
あ
っ
た
場
所
へ
移
動
し
な

が
ら
撤
去
作
業
を
続
け
ま
し

た
。
　

終
了
後
は
、自
治
会
の
要
請

で
市
役
所
と
消
防
本
部
へ
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
取
り
に
行
き

住
民
へ
配
布
し
ま
し
た
。屯
所

の
備
蓄
を
含
め
用
意
し
た
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
は
全
て
無
く
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
、初
め
て
の
地
震
災
害

活
動
だ
っ
た
為
に
多
く
の
反

省
点
が
で
ま
し
た
が
、そ
れ
ら

を
団
員
全
員
で
共
有
し
、こ
れ

か
ら
の
訓
練
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
九
月
四
日
、台

風
第
二
十
一
号
が
襲
来
し
、樫

田
地
区
に
暴
風
が
吹
き
荒
れ

ま
し
た
。無
数
の
樹
木
が
倒

れ
、電
線
を
引
っ
掛
け
二
十
一

本
の
電
柱
を
倒
し
ま
し
た
。出

灰
下
条
地
区
で
は
停
電
七
十

八
時
間
、断
水
一
九
〇
時
間
、

高
槻
市
街
地
と
の
交
通
路
は
一

九
六
時
間
閉
ざ
さ
れ
、携
帯
電

話
も
二
十
時
間
圏
外
と
な
り

ま
し
た
。六
日
朝
か
ら
の
七
時

間
は
こ
れ
ら
全
て
の
イ
ン
フ
ラ

が
絶
た
れ
ま
し
た
。発
災
が
昼

間
だ
っ
た
こ
と
は
、不
幸
中
の

幸
い
と
の
見
方
が
あ
る
一
方
、

職
場
か
ら
帰
宅
で
き
な
い
住

民
が
続
出
。翌
朝
時
点
の
樫
田

分
団
で
も
約
十
名
し
か
在
宅

せ
ず
、う
ち
六
名
が
い
た
出
灰

地
区
で
は
他
地
区
へ
の
移
動
も

通
信
も
叶
わ
ず
、出
灰
班
が
機

能
不
全
で
し
た
。

　

携
帯
電
話
が
通
じ
て
い
た

五
日
は
、出
灰
班
四
名
の
団
員

で
市
道
啓
開
作
業
に
あ
た
っ
て

い
ま
し
た
が
、電
波
が
不
通
と

な
っ
た
六
日
は
集
合
で
き
ず
、

各
々
の
所
在
す
ら
掴
め
な
か
っ

た
の
は
班
長
と
し
て
情
け
な
い

思
い
で
し
た
。交
通
・
通
信
の
重

要
性
が
身
に
染
み
た
経
験
で
し

た
。

　

本
年
度
は
日
本
各
地
で
地

震
・
台
風
・
水
害
と
大
変
な
災

害
が
立
て
続
け
に
発
生
し
て
お

り
ま
す
が
、高
槻
市
に
お
き
ま

し
て
も
、大
阪
府
北
部
地
震
そ

し
て
強
い
台
風
と
、自
然
災
害

の
恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体

験
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、今
回
の
台
風

第
二
十
一
号
の
強
風
に
よ
る
担

当
地
域
内
の
被
害
は
、地
震
で

受
け
た
被
害
が
十
分
に
癒
え

ぬ
ま
ま
の
状
態
の
上
に
、上
積

み
さ
れ
た
か
の
様
に
、大
き
な

も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

担
当
地
域
内
に
お
き
ま
し

て
は
、三
ヵ
所
で
樹
木
・
ブ
ロ
ッ

ク
塀
・
土
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る

道
路
の
封
鎖
が
発
生
し
、台
風

の
通
過
直
後
に
消
防
団
に
倒

壊
物
の
撤
去
の
応
援
要
請
が

あ
り
出
動
致
し
ま
し
た
。当
日

出
動
で
き
ま
し
た
人
員
で
は

途
方
に
暮
れ
る
よ
う
な
状
態

で
し
た
が
、地
域
の
方
々
の
ご

協
力
の
も
と
、日
没
直
後
に
は

三
ヵ
所
全
て
で
の
道
路
の
通
行

が
可
能
な
状
態
に
復
旧
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
無

し
で
は
早
期
の
復
旧
は
困
難

な
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

今
後
も
地
域
の
方
々
と
連
携
・

協
力
す
る
事
の
重
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

六
月
十
八
日
に
大
阪
府
北

部
地
震
が
起
き
、高
槻
市
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し

た
。平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
、

九
月
四
日
に
は
台
風
第
二
十
一

号
と「
何
十
年
に
一
度
」と
い
わ

れ
る
災
害
が
立
て
続
け
に
襲
い

ま
し
た
。

　

霊
仙
寺
班
は
、地
区
の
人
口

減
少
に
伴
っ
て
団
員
の
確
保
が

難
し
く
な
っ
て
お
り
、現
在
三

名
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
。し

か
し
、い
ず
れ
の
場
合
も
迅
速

に
対
応
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。地
震
の
際
に
は
被
害

状
況
の
確
認
や
住
民
の
避
難

誘
導
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後

の
豪
雨
、台
風
に
お
い
て
は
、団

員
の
安
全
に
配
慮
し
た
う
え

で
、倒
木
の
撤
去
を
行
っ
て
車

両
の
通
行
を
確
保
し
た
り
、数

百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
飛
来
し

て
き
た
大
き
な
ト
タ
ン
を
救
助

ロ
ー
プ
で
固
定
し
て
二
次
被
害

を
防
ぐ
な
ど
、的
確
な
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
の
訓
練
や
定
期
点

検
、備
品
の
管
理
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、地
球
規
模
で
の
気

候
変
動
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、

「
何
十
年
に
一
度
」は
い
つ
で
も

起
こ
り
得
る
と
い
う
意
識
を

班
で
共
有
し
て
お
く
こ
と
が
重

要
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
。

献
で
き
る
よ
う
務
め
て
い
き
た

い
と
、気
持
ち
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
年
九
月
四
日
に

台
風
第
二
十
一
号
が
上
陸
し
た

後
、約
一
週
間
に
渡
り
活
動
し

ま
し
た
。

　

樫
田
地
区
で
は
数
千
本
単

位
の
倒
木
や
土
砂
崩
れ
に
よ

り
、道
路
封
鎖
、停
電
、携
帯

電
話
及
び
固
定
電
話
不
通
、

断
水
と
な
り
、情
報
を
交
換
す

る
為
に
連
日
樫
田
支
所
へ
通

い
ま
し
た
。特
に
通
行
止
め
の

区
間
や
時
間
、復
旧
状
況
な

ど
は
頻
繁
に
変
更
に
な
る
の

で
、そ
の
都
度
自
治
会
長
や
団

員
同
士
連
絡
を
取
り
合
い
ま

し
た
。

　

又
、高
齢
者
の
多
い
地
域
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、住
民
の
安

否
確
認
を
行
い
ま
し
た
が
、同

じ
自
治
会
の
中
で
も
組
が
違

え
ば
顔
と
名
前
が
一
致
し
な
い

方
も
多
く
、日
頃
か
ら
ど
な
た

が
ど
こ
の
お
宅
に
何
人
住
ん
で

い
る
の
か
把
握
し
て
お
く
事
が

い
ざ
と
い
う
時
の
対
応
に
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。安
否
確
認

の
際
、屋
根
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

を
か
け
ら
れ
な
い
方
や
薬
を

買
い
に
行
け
な
い
方
が
い
ま
し

た
が
、役
場
や
駐
在
さ
ん
、団

員
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
貴
重
な
体
験
を
活

か
し
て
、今
後
の
地
域
の
安
全

の
為
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

http://www.fd-takatsuki.jp/cgi-
bin/119/rescue/display_topics_list.cgi?bunrui=syobodan
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    在
職
十
年
に
達
し
た
者

在
職
二
十
年
に
達
し
た
者

支
部
長
表
彰

在
職
三
十
年
に
達
し
た
者

平
成
三
十
年
秋
の
褒
章

三
島
地
区
支
部
表
彰

防
災
功
労
賞

退
　
団
　
者

　

た
か
つ
き
消
防
団
だ
よ
り

編
集
委
員

こ
れ
か
ら
の
主
な
行
事

　　

平
成
三
十
年
七
月
二
十
一

日
、消
防
団
員
教
育
訓
練「
幹

部
科
」（
市
町
村
実
施
）が
行
な

わ
れ
、私
た
ち
班
長
以
上
の
者

が
座
学
に
て
学
び
ま
し
た
。班

長
以
上
と
い
う
事
も
あ
り
ベ
テ

ラ
ン
の
方
々
が
多
数
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

安
全
管
理
で
は
、ハ
イ
ン
リ

ッ
ヒ
の
法
則
は
何
度
も
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、バ
ー

ド
の
ド
ミ
ノ
理
論
は
初
め
て
聞

く
内
容
で
し
た
。緊
急
自
動
車

に
つ
い
て
は
、も
し
自
分
が
運

転
す
る
事
に
な
っ
た
時
の
心
構

え
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で

し
た
。さ
ら
に
消
火
活
動
は
最

近
で
は
回
数
が
減
っ
て
い
ま
す

が
、何
を
考
え
て
行
動
す
る
か

と
い
う
事
を
大
変
詳
し
く
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。又
、地
震

対
策
で
は
種
類
に
つ
い
て
、先

の
大
阪
府
北
部
地
震
の
詳
細
、

そ
の
他
風
水
害
時
等
に
自
分

の
身
を
守
る
の
も
大
切
な
事

で
あ
る
と
の
教
示
を
頂
き
ま

し
た
。

　
つ
い
こ
の
間
は
大
き
な
台
風

の
直
撃
が
あ
り
、ゆ
っ
く
り
眠

れ
る
暇
も
な
い
様
な
昨
今
で

す
。今
回
の
訓
練
内
容
を
実
行

で
き
る
様
に
日
々
活
動
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 　

　

　

　

如
是
分
団
　
芝
生
班

班
長

樫
村
　
幸
彦

　

　

清
水
分
団
　
萩
谷
班

班
長
藤
　
恵
一
郎

　

　

　

　

団
本
部団員

大
田
　
敦
子

　

こ
の
度
、萩
谷
班
で
は
防
災

公
園
開
設
の
際
に
、設
置
し
て

頂
き
ま
し
た
消
防
ホ
ー
ス
乾

燥
台
に
巻
上
げ
ウ
イ
ン
チ
と

ホ
ー
ス
フ
ッ
ク
を
取
付
け
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

消
防
活
動
に
於
い
て
使
用

し
た
消
防
ホ
ー
ス
を
乾
か
す

際
、手
動
の
巻
上
げ
ウ
イ
ン
チ

に
よ
り
ホ
ー
ス
フ
ッ
ク
を
昇
降

さ
せ
、安
全
か
つ
迅
速
に
作
業

を
行
う
事
が
出
来
る
様
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
消

防
活
動
を
心
掛
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、こ
の
度
の
消
防

ホ
ー
ス
乾
燥
台
へ
の
ウ
イ
ン
チ

の
設
置
に
あ
た
り
、消
防
本
部

並
び
に
萩
谷
自
治
会
の
皆
様

方
に
は
、大
変
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

団
員
一
同
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

　

　

　

団
本
部

副
団
長

𠮷
田 

　
芳

「
実
施
日
」

　

平
成
三
十
年
九
月
二
十
三
日

「
対
象
」

　
・消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　
　

二
台

　
・消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ  　
五
十
四
台

　
・消
防
ポ
ン
プ
積
載
車　
　

  

五
十
台

「
実
施
結
果
」

（
一
）消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ

  

・
連
成
計
不
良　

 　

 

二 

件

  

・
真
空
ポ
ン
プ
不
良   

一 

件

  

・
バ
ッ
テ
リ
ー
不
良   

一 

件

（
二
）
そ
の
他

  

・
資
機
材
の
二
重
固
定
指
示    

一 

件

 

・
受
令
機
モ
ニ
タ
ー
不
良       

一 

件

「
総
括
」

　

本
年
は
地
震
、豪
雨
そ
し
て

台
風
と
自
然
災
害
が
猛
威
を

振
る
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
が
最
も
期
待
さ

れ
た
活
動
を
展
開
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。消
防
団
員
が
迅

速
に
、ま
た
的
確
な
活
動
を
行

う
た
め
に
も
資
機
材
や
車
両
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。当
日
の
特
別
点
検
で
、不
具

合
の
あ
っ
た
ポ
ン
プ
等
に
つ
い
て

は
早
急
に
是
正
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、消
防
車
両
に
積
載
の

資
機
材
に
つ
い
て
は
二
重
の
落

下
防
止
に
努
め
る
な
ど
の
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
火
を
使
う
機
会
が

増
え
る
こ
と
も
あ
り
普
段
の
自

主
点
検
に
は
万
全
を
期
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、訓
練
及
び

出
動
の
際
に
は
十
分
な
安
全
が

確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
下
さ

い
。

委
員
長 

富
田 

住
田　
昇
治

副
委
員
長 

樫
田 

渡
邊　
美
広

委
員 

高
槻 

笠
矢　
智
久

　
〃　

 

芥
川 

臼
井　
秀
典

　
〃　

 

五
領 

森
本　
昌
宏

　
〃 

磐
手 

藤
松　
元
治

　
〃 

阿
武
野 

𠮷
田　
博
道

　
〃 

清
水 

川
上　
敏
弘

　
〃 

大
冠 

井
上　
忠
宏

　
〃 

如
是 

北
島　
弘
之

　
〃 

三
箇
牧 

二
神　
義
治

　
〃 

団
本
部 

大
田　
敦
子

オ
ブ
ザ
ー
バー

 

団
本
部 

石
田　
義
光

十
二
月
十
日（
月
）〜
三
十一日（
月
）

　

歳
末
特
別
警
戒

一
月
六
日（
日
）

　

平
成
三
十
一
年
高
槻
市
消
防

　
出
初
式

一
月
二
十
日（
日
）

　

平
成
三
十
年
度
消
防
団
員

　
教
育
訓
練

　
「
幹
部
科 

分
団
指
揮
課
程
」

三
月
一
日（
金
）〜
七
日（
木
）

　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

三
月
十
六
日（
土
）

　

大
阪
府
消
防
表
彰
式

米
山　

利
治 

（
高
槻
分
団
本
部
）

城
ヶ
﨑
隆
幸 

（
安 

満 

班
）

久
保　

吉
光 

（
成 

合 

班
）

田
中　

邦
俊 

（
川
久
保
班
）

中
村　
　

哲 

（
塚 

脇 

班
）

井
上　

茂
義 

（
庄 

所 

班
）

　

村　
　

誠 

（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

田
中　
　

竜 

（
出 

灰 

班
）

田
村　

貞
博 

（
杉 

生 

班
）

安
宅　
　

賢 

（
高
槻
分
団
）

津
田　

昌
宏 

（
高
槻
分
団
）

丸
野　

史
博 

（
高
槻
分
団
）

伊
藤　

昭
久 

（
五
領
分
団
本
部
）

平
城　

晃
一 

（
道 

鵜 

班
）

田
中　

雄
一 

（
山 

手 

班
）

岸
田　

昌
範 

（
塚 

原 

班
）

長
尾　

伸
弘 

（
奈
佐
原
班
）

田
中　

才
実 

（
奈
佐
原
班
）

中
村　

秀
樹 

（
岡 

本 

班
）

山
本　

節
也 

（
浦 

堂 

班
）

前
田　

浩
治 

（
大
冠
分
団
本
部
）

橋
長　

秀
典 

（
東
天
川
班
）

入
江　

弘
幸 

（
東
五
百
住
班
）

𠮷
田　

隆
行 

（
東
五
百
住
班
）

二
神　

義
治 

（
三
箇
牧
分
団
本
部
）

中
濵　
　

治 

（
三
島
江
班
）

大
塩　
　

勉 

（
三
島
江
班
）

岡
島　
　

宏 

（
富
田
分
団
本
部
）

原
水　
　

誠 

（
富
田
分
団
）

荻
野　

明
子 

（
団 

本 

部
）

黒
木　

美
紀 

（
団 

本 

部
）

竹
中　

弘
行 

（
芥
川
分
団
）

二
岡　

辰
也 

（
芥
川
分
団
）

佐
々
木　

拓 

（
山 

手 

班
）

板
垣　

慶
二 

（
山 

手 

班
）

久
保　
　

進 

（
成 

合 

班
）

桑
原　

五
彦 

（
川
久
保
班
）

根
本　

泰
志 

（
川
久
保
班
）

勝
部　

俊
春 

（
川
久
保
班
）

髙
岡　
一
生 

（
宮 

田 

班
）

田
中　

伸
幸 
（
宮 

田 

班
）

樋
口　

貢
大 
（
霊
仙
寺
班
）

土
室　

正
教 
（
土 

室 

班
）

甲
田　

智
久 
（
西
之
川
原
班
）

阿
辻　

嘉
章 

（
塚  
脇 
班
）

西
矢　

大
亮 

（
塚 
脇 
班
）

清
水　

耕
造 

（
東
天
川
班
）

松
本　

弘
之 

（
辻 

子 
班
）

西
尾　

征
次 

（
唐 

崎 

班
）

坂
田　

篤
史 

（
三
島
江
班
）

田
中 

聖
一
郎 

（
三
島
江
班
）

小
寺　
　

寿 

（
柱 

本 

班
）

江
藤
由
紀
子 

（
団 

本 

部
）

根
本　

隆
子 

（
団 

本 

部
）

大
田　

敦
子 

（
団 

本 

部
）

河
野　

浩
平 

（
芥
川
分
団
）

杉
野　

仁
哉 

（
芥
川
分
団
）

正
野　

義
弘 

（
五
領
分
団
本
部
）

長
谷
川
恵
司 

（
梶 

原 

班
）

南
本　

和
紀 

（
梶
原
南
班
）

南
本　

忠
則 

（
梶
原
南
班
）

足
立　

伸
介 

（
古
曽
部
班
）

𦚰
田　

義
之 

（
古
曽
部
班
）

　

田　

信
力 

（
塚 

原 

班
）

𠮷
田　

秀
也 

（
氷 

室 

班
）

沖
野　

文
彦 

（
宮
之
川
原
班
）

山
本　
　

剛 

（
浦 

堂 

班
）

山
本　

英
喜 

（
浦 

堂 

班
）

三
宅　

正
樹 

（
原　

 

班
）

藍
綬
褒
章

佐
藤　

武
彦 

（
磐
手
分
団
本
部
）

五
領
分
団

　

神
内
班　
　

藤
﨑　

遼
平

平
成
三
十
年
六
月
二
十
四
日
付

三
箇
牧
分
団

　

柱
本
班　
　

林　
　

治
康

平
成
三
十
年
七
月
十
一
日
付

樫
田
分
団

　

杉
生
班　
　

長
澤　

藤
男

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
付

団
本
部　　
　

濱
田　

喜
久
子

平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
付

五
領
分
団

　

梶
原
班 

小
西　

秀
樹

　

萩
之
庄
班 

奥
田　

雄
也

磐
手
分
団

　

別
所
班 

田
村　

仁
延

清
水
分
団

　

宮
之
川
原
班 

林　

秀
人

　

宮
之
川
原
班 

上
田　

大
樹

　

大
蔵
司
班 

岡
本　

将
範

　

萩
谷
班 

下
浦　

勇
一

平
成
三
十
年
十
月
一
日
付

小
川　

達
也 

（
原　

 

班
）

清
水　

弘
治 

（
大
蔵
司
班
）

西
川　

知
己 

（
真 

上 

班
）

小
谷　

大
輔 

（
萩 

谷 

班
）

大
西　

英
夫 

（
野 

田 

班
）

津
田　
　

守 

（
冠　

 

班
）

𠮷
川　
　

晃 

（
冠　

 

班
）

大
村　
　

一 

（
大 

塚 

班
）

仲　
　

章
彦 

（
大
塚
町
班
）

西
口　

雅
也 

（
芝 

生 

班
）

藤
井　
　

晃 

（
東
五
百
住
班
）

川
端　

庸
雄 

（
庄 

所 

班
）

井
上　

裕
一 

（
庄 

所 

班
）

古
井　
　

裕 

（
西 

面 

班
）

岩
﨑　

辰
也 

（
唐 

崎 

班
）

赤
木　

大
介 

（
三
島
江
班
）

中
核
市
移
行
十
五
周
年
記
念
表
彰

市
制
施
行
七
十
五
周
年

　

平
成
三
十
年
七
月
一
日
、大

阪
府
女
性
消
防
団
員
研
修
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
で
高
槻
市
女
性

消
防
団
員
は「
消
防
団
の
木
」

と
題
し
た
人
形
劇
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
前
で
の
初

め
て
の
発
表
で
、力
が
入
り
す

ぎ
、小
道
具
が
客
席
の
方
に
転

が
っ
て
し
ま
う
等
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
も
有
り
ま
し
た
が
、失
敗
し

た
こ
と
で
改
善
点
に
気
づ
く
こ

と
が
出
来
、良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
行
な
わ
れ
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ

（
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
）訓
練

で
は
、大
地
震
発
生
時
、避
難

者
の
年
齢
や
性
別
、国
籍
や
そ

れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
事
情
が
書
か

れ
た
カ
ー
ド
を
、避
難
所
の
体

育
館
や
教
室
に
見
立
て
た
平

面
図
に
ど
れ
だ
け
適
切
に
配

置
で
き
る
か
、又
避
難
所
で
起

こ
る
様
々
な
出
来
事
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
を
模
擬
体

験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

近
年
の
外
国
人
の
増
加
、少

子
高
齢
化
や
単
身
世
帯
の
増

加
に
よ
る
家
族
構
成
の
多
様

化
な
ど
、地
域
社
会
の
変
化
に

即
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
を
痛
感
す
る
と
同
時
に
、

災
害
時
に
お
い
て
、女
性
消
防

団
員
と
し
て
の
役
割
の
大
切

さ
を
自
覚
で
き
た
有
意
義
な

研
修
会
で
し
た
。

入
　
団
　
者

団
本
部

高
槻
分
団

芥
川
分
団

五
領
分
団　
　

上
牧
班

五
領
分
団　
　

道
鵜
班

五
領
分
団　
　

梶
原
班

五
領
分
団　
　

神
内
班

五
領
分
団　
　

梶
原
南
班

五
領
分
団　
　

萩
之
庄
班

五
領
分
団　
　

前
島
班

磐
手
分
団　
　

安
満
班

磐
手
分
団　
　

山
手
班

磐
手
分
団　
　

別
所
班

磐
手
分
団　
　

古
曽
部
班

磐
手
分
団　
　

成
合
班

磐
手
分
団　
　

川
久
保
班

阿
武
野
分
団　

塚
原
班

阿
武
野
分
団　

氷
室
班

阿
武
野
分
団　

宮
田
班

阿
武
野
分
団　

奈
佐
原
班

阿
武
野
分
団　

霊
仙
寺
班

阿
武
野
分
団　

土
室
班

阿
武
野
分
団　

赤
大
路
班

阿
武
野
分
団　

岡
本
班

清
水
分
団　
　

西
之
川
原
班

清
水
分
団　
　

宮
之
川
原
班

清
水
分
団　
　

原
班

清
水
分
団　
　

浦
堂
班

清
水
分
団　
　

塚
脇
班

清
水
分
団　
　

大
蔵
司
班

清
水
分
団　
　

真
上
班

清
水
分
団　
　

萩
谷
班

大
冠
分
団　
　

野
田
班

大
冠
分
団　
　

冠
班

大
冠
分
団　
　

大
塚
班

大
冠
分
団　
　

番
田
班

大
冠
分
団　
　

下
田
部
班

大
冠
分
団　
　

須
賀
班

大
冠
分
団　
　

東
天
川
班

大
冠
分
団　
　

大
塚
町
班

大
冠
分
団　
　

春
日
班

大
冠
分
団　
　

西
冠
班

大
冠
分
団　
　

辻
子
班

如
是
分
団　
　

芝
生
班

如
是
分
団　
　

東
五
百
住
班

如
是
分
団　
　

西
五
百
住
班

如
是
分
団　
　

大
畑
班

如
是
分
団　
　

津
之
江
班

如
是
分
団　
　

庄
所
班

三
箇
牧
分
団　

西
面
班

三
箇
牧
分
団　

唐
崎
班

三
箇
牧
分
団　

三
島
江
班

三
箇
牧
分
団　

柱
本
班

富
田
分
団

樫
田
分
団　
　

田
能
班

樫
田
分
団　
　

中
畑
班

樫
田
分
団　
　

出
灰
班

樫
田
分
団　
　

二
料
班

樫
田
分
団　
　

杉
生
班

近
藤　

知
孝 

（
富
田
分
団
）

佐
藤　

央
巳 

（
中 

畑  

班
）

南　
　

裕
治 

（
二 

料 

班
）

吉
田　

敏
之 

（
出 

灰 

班
）

平
成
二
十
九
年
度

消
防
団
員
教
育
訓
練

「
基
礎
教
育
」

平
成
三
十
年
度 

消
防
団
員

教
育
訓
練「
幹
部
科
」

（
市
町
村
実
施
）

平
成
三
十
年
度 

大
阪
府

女
性
消
防
団
員
研
修
会

消
防
ホ
ー
ス
乾
燥
台

ウ
イ
ン
チ
設
置

平
成
三
十
年
度
消
防
団

主
力
機
械
特
別
点
検

実
施
結
果
に
つ
い
て


